
地盤工学委員会 斜面工学研究小委員会 委員募集 

 

地盤工学委員会に下記の研究小委員会（平成 29～31 年度）を発足させることになりました。本委員会では、

斜面工学に関わる様々な視点から新しいテーマに積極的に取り組んでいただける委員を募集します。奮ってご応

募ください。なお、これまでの活動は下記のホームページ（http://www.jsce.or.jp/committee/jiban/slope/）で閲

覧できますので、応募検討の際に参考にしてください。 

 

・委員会名称：斜面工学研究小委員会（委員長：鈴木素之 山口大学教授） 

 

・提案者：地盤工学委員会幹事会 

 

・委員会設立の趣旨、目的および活動内容 

平成２６年８月に広島市で発生した土石流災害のように、大雨による被害が全国各地で突発する状況にありま

す。また、平成２８年４月の熊本地震のように、日本列島あるいはその周辺の地震活動は依然として活発で、首

都直下地震や南海トラフを震源域とする巨大地震の発生が危惧されています。 

国土の約七割を山地が占めるわが国には無数の自然・人工斜面が存在することから、大雨や地震の際に斜面災

害から生命を護る行動や日頃の備えが重要であることは言うまでもありません。しかし、昨今の災害が頻発する

状況をみると、各災害から得られた課題や教訓をもとに既存の知識や技術を見直し、防災・減災対策をよりスピ

ーディーに実施していくことが求められています。 

そこで、この度、斜面工学研究委員会委員をリニューアルして、このような課題に対応していくことに致しま

した。この委員会では、斜面工学に関わる新しい課題を抽出・整理し、解決する方策を検討し、その成果を他分

野と融合した総合科学として体系化するとともに、学会員のみならず、広く社会に対して成果を還元する活動を

行うことを目的とします。具体的な活動項目は、以下のとおりです。 

1. 斜面工学に関わる新しい課題の抽出・整理と解決への取り組み：火山地帯の土砂災害、宅地地盤の耐震化 

2. 斜面災害の調査研究：突発災害に対する緊急調査、既往災害（熊本地震被害等）の継続的な調査研究 

3. 斜面・地盤調査に関する知識・技術の向上と伝承：年齢・所属を越えた技術者同士の交流による技術力の

向上と伝承 

4. 防災教育の推進：児童生徒や市民向けの防災啓発活動 

5. 斜面工学の普及活動：総合的な専門書の刊行 

6. 他分野と融合した新たな研究領域の模索：災害関連の法律・制度、リスク評価、災害保険など 

 

・活動方法 

 委員会を 3～4 ヶ月に 1 回の割合で開催します。活動期間は活動開始年度から 3 年間とします。委員会出席の

ための旅費等は支給しません。 

 

・応募方法 

本委員会に委員として参加を希望する方は、氏名、所属、連絡先（住所、電話番号、FAX 番号、E-mail アド

レス）を明記の上、応募理由と抱負・活動してみたいこと等を短く添えて、鈴木素之（E-mail: 

msuzuki@yamaguchi-u.ac.jp, Fax: 0836-85-9301）までお申込みください。また、応募に関して、ご不明な点が

ある場合は、上記までお問い合わせください。 

 

・応募期限 平成 29 年 8 月 31 日（木)まで 


